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Fig. 1 破断試料におけるローレンツ TEM 像(a) フレネル像，(b) フーコ像．

Fig. 2 20伸び試料における微細組織(a) 双晶構造の存在を示す明視野像，矢印は双晶構造(T.B)を示している，(b) e 相の存在

を示す高分解能 TEM 像．
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電磁場解析

SUS304の加工誘起マルテンサイト変態に伴う微細組織変化の TEM 観察
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SUS304(18Cr8Ni)は，機械的性質や耐食性に優れる

代表的なオーステナイト(g)系ステンレス鋼である．同鋼

は，常温で加工を受けると加工誘起マルテンサイト(a′)変態

を生じ，材料の強度や延性が著しく向上するという変態誘起

塑性を発現する．加工誘起マルテンサイト変態に伴い結晶構

造は，母相の g 相は面心立方構造(fcc)で非磁性であり，マ

ルテンサイト相の a′相は体心立方構造(bcc)で磁性を有す

る．本研究では，室温の実使用条件下で生じる g→a′変態過

程にかかわる微細構造組織について，ローレンツ顕微鏡法

(LTEM)および高分解能 TEM 法(HRTEM)により調べ

た(1)．

SUS304内に存在している磁性相である a′相の存在形態に

ついて，LTEM 法を用いて調べた．Fig. 1(a)および(b)に
フレネル像およびフーコ像を示す．フレネル像では，磁壁が

明暗の線状のコントラストとして観察される．ここで，結晶

粒界は破線で示してある．磁性相である a′相が数 mm 程度

の巨視的な大きさで存在している．また，結晶粒内において

は，a′相のみが存在している領域に加えて，a′相と g 相が共

存している領域が存在する．一方，フーコ像では a′相の領

域が明るいコントラストとして観察される．

Fig. 1(b)中で a′相は矢印で示すように，積層欠陥に沿っ

て直線状に存在している領域に加えて，転位が集中して存在

している領域に数 nm の大きさで存在している．一方，転位

や積層欠陥が存在していない領域では，a′相は存在せず，g
相のみが存在している．

次に，SUS304の加工誘起変態に伴う fcc→bcc 変態過程に

おいて，hcp 相(e 相)が中間相として存在しているかどうか

を明らかにするために，高分解能 TEM 観察を行った．Fig.
2 は20伸び試料において得られた高分解能 TEM 像である．

20伸び試料では，a′相は約 2程度だけ存在しており，

fcc→bcc 変態の初期段階であると考えられる．そのため，

20伸び試料では中間相としての e 相が存在している可能

性が高いと考えた．Fig. 2(a)中には，g 相(fcc)に由来する

双晶界面が多数観察された．そこで，中間相として e 相が双

晶界面近傍で存在しているどうかを調べた結果，Fig. 2(a)
の点線四角領域の拡大像である Fig. 2(b)では，g 相による

双晶界面の一部で e 相が数 nm の大きさで存在していること

がわかった．また，双晶界面の領域で ABABAB…の順序で

原子配列が生じており，e 相であると判断できる．

文 献

( 1 ) M. Hatano, Y. Kubota, T. Shobu and S. Mori: Philos. Mag.
Lett., 96(2016), 220227.

(2018年 8 月16日受理)[doi:10.2320/materia.58.99]


